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不寛容の時代

ボクらは『貧困強制社会』を生きている
今や働く人の約４割が非正規労働者になっている。弱者への

切り捨て・差別・自己責任化する風潮が広がり、コロナ禍

でさらに日本社会の脆弱さが露呈した。

非正規労働者・発達障害をもつ人の貧困を取材した渾身のルポル
タージュ。  藤田和恵・著　四六判並製 256 ページ 8月２３日発行予定

（内容）
使い捨てられるアルバイト、契約社員、派遣社員たち

貧困の背景には、働き方の問題がある 手取り一五万円を超えられない四七歳男性の深い闇
妻からも見放された三四歳男性派遣社員の辛酸　「日雇い派遣」で食い繋ぐ三四歳男性の壮絶半生 
フリーランスを志す三一歳男性の「夢と現実」 

非正規公務員・官製ワーキングプア 
ますますひどくなる官製ワーキングプア 「ないない尽くし」非正規公務員の悲惨な実情 
公立病院でブラック労働させられた男性の告発　「困窮支援相談員」の呆れるほどに悲惨な待遇
四八歳「市の臨時職員」超ブラック労働の深刻　月収一二万円で働く三九歳男性司書の矜持と貧苦
五五歳郵便配達員に生活保護が必要な深刻理由

コロナ禍・奈落の底へ 
ぎりぎりまで助けてと言えない、広がる社会のいびつさ コロナ禍がもたらしたもの 
「コロナ感染でクビ」三〇歳男性が怯える理由　四〇歳料理人をクビにした社長の酷すぎる言い分
収入ゼロでも「生活保護は恥ずかしい」男の心理 

孤独と差別の発達障害 
発達障害と貧困 早稲田政経卒「発達障害」二六歳男が訴える不条理 
壮絶な「いじめの記憶」に苦しむ四七歳男性の叫び　五〇歳の発達障害男性「社労士合格」に見た希望 
「一〇社以上でクビ」発達障害四六歳男性の主張 
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